
 

Ｈ３０地域防災計画一部改正の概要 

項 目 県計画の改正内容 町計画の改正内容（案） 

①県の

「平成 30

年 7月豪

雨を教訓

とした安

全・避難

対策の在

り方」研

究会報告

書に伴う

修正 

１ 避難に関する住民意識の

醸成 

（１）避難情報、避難行動の

空振りを許容する意識の

醸成 

 

 

 

 

 

（２）避難情報等発令の信頼

性の向上 

 

 

○ 自ら主体性のある避難行動ための「自助」「共助」の

取組の促進 → 「支え愛マップ」づくりや見守り活動

の支援                （風水 P40） 

○ 「被害がなかったことは貴重な訓練だった。」と理解

できる防災文化の創出         （風水 P28） 

○ 地域の防災意識をけん引する防災リーダーの育成 

 → 防災リーダースキルアップ研修等への参加支援 

（風水 P41） 

○ 避難情報等は、リードタイムの確保や状況悪化中の避

難行動回避のため危険性が切迫する前に発令されるこ

との理解               （風水 P97） 

２ 要配慮者避難支援体制の

構築 

○ 要配慮者利用施設の避難確保計画作成等の促進 

（風水 P40） 

○ 福祉避難所の速やかな開設・円滑な運営と災害時福祉

支援チーム（DCAT）の受入準備    （風水 P40） 

３ 避難情報や防災気象情報

に関する住民理解の促進 

（１）避難情報や防災気象情

報及び災害リスク情報の

平時からの住民周知の徹

底 

 

（２）わかりやすい情報の発

信 

 

 

○ 住民に避難情報や気象情報の内容、入手・活用方法及

び地域の災害リスク情報の内容ととるべき行動を分か

りやすく説明             （風水 P28） 

○ 地域の防災リーダーに情報を十分に活用できるよう

配慮                 （風水 P28） 

○ 具体的で誰にもわかりやすい内容で発信 

（風水 P98） 

４ 切迫感ある避難情報、早

期・確実な伝達 

（１）切迫感がより一層伝わ

る対策 

（２）避難情報の早期発令 

 

 

○ 避難勧告等の対象地域の絞り込みと地域内での声掛

け等による避難行動への有効性     （風水 P94） 

○ 避難情報発令の理由（避難の必要性）の付加 

（風水 P95） 

  



 

項 目 県計画の改正内容 町計画の改正内容（案） 

①同研究

会報告書

に伴う修

正 

５ 安全で安心して過ごせる

避難所の開設 

（１）資機材の備蓄計画及び

迅速な配備体制の構築 

（２）災害種別に応じた安全

な避難所の情報共有 

（３）緊急避難場所の指定 

 

 

○ 最低限の環境整備と段ボールベッド等配備の促進 

（風水 P27） 

○ 災害種別に応じた避難所等（「支え愛避難所」を含む。）

情報の共有              （風水 P27） 

○ 垂直避難で安全を確保できる施設の検討（風水 P27） 

６ ダム放流の安全・避難対

策 

  早期確実な放流情報の伝

達及び平時の住民周知 

 

 

○ ダム放流時ハザードマップ（浸水想定区域図）の活用 

（風水 P95） 

７ ため池防災対策の推進 ○ ため池決壊時浸水想定区域図の活用  （風水 P95） 

②町及び

関係機関

の機構改

革等の変

更 

天神川及び東郷池の最大浸

水想定区域等の公表並びに新

中学校開校等 

○ 資料編記載事項の修正（原則事務局に一任） 

・最新のハザードマップ（最大浸水想定付記）への修正 

・新中学校開校に伴う指定避難所等の新設等 

・防災ヘリ等場外着陸場の指定 

○ 最新データに変更 

③防災委

員からの

提案 

 ○ 国土交通省への応援要請及び応援受入 （風水 P112） 

 （倉吉河川国道事務所の要望どおり追記） 

 


